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茅巨線 形 発 展 方 程 式 と き巨線 形 ノ - マ }レ ー モ - ド
京大理 川原琢治
非線形発展方程式のダイナ ミックスを孤立波や波束など適当な空間的局在構造を用いて有限
次元の系で近似 しようとい う試みは種々行われている. 可積分なソリトン系においてこソ リ
トンが基本的な空間構造 として､いわば "非線形ノーマル ･モー ド"の役割を果たすことは周
知の通 りである｡ 非可積分系のカオスにおいて も､空間的にコヒー レントな構造が時間的に
不規則に変動する現象と見なしてよい場合があり､空間構造に基づく記述が有効 となる｡ 本




によって一般解が表現できも｡ 従 って､ この場合には､ ソリトンと輯射を非線形ノーマル ･





て表現す ることができるが､これも一種の非線形ノーマル ･モー ドによる有限次元系-の逓減
と考えられ興味深い [Case(1979).Chenetal.(1979)] 3)0
2. 非可積分系におけるノーマル ･モー ド｡













強 L_､カオスにおいて も空間的局在構造は存在す るが､それ らは生成 ･消滅を繰 り返 し授雑 な
変動を示すので､その変動のプロセスを解析的に記述することは困難である｡ しか し､カオ
ス状態の統計的性質 (例えばスペク トルなど)を空間的局在構造 に基づいて近似的に記述す る
ことは可能である. このようなアプローチの例 として以下の研究をとりあげるo




その他､空間多次元の場合における非線形ノーマル ･モー ドはどのような ものになるかにつ
いて考えてみたい [OIsenetal.(1985)14),Tohetal.(1989), lyasakietal.(1990)157] .
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